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弁護士の無料法律相談を受付中
詳しくは、 080-3010-4522 までお電話を

紙面に対する感想文を送って下さい。そこには

お名前と連絡先もお書き下さい。　ご紹介は匿

名にて行います。ただし、紙面の都合上、短文化

します。多数の御意見をお待ちしております。

'05年9月号

2005年6月8日

2005年6月定例会　区議会「一人の会」　一般質問　田中けん

　通告に従い、指定管理者制度(*)について質問します。

　この件につきましては、5月30日、区議会議員全員に

対して説明会が行われたばかりです。その時、私は「こ

れまで自治体だからこそできた障害者や女性のよう

な労働弱者に対する配慮はあるのか」との質問をしま

した。「考えてない」との回答がありました。時間も無

かったので、その時はこれで質問を終えました。

　しかし、これはおかしな話です。平成16年2月20日

の本会議では、指定管理者制度という言葉さえ使いま

せんでしたが、私は同様の質問をしています。

　主旨は次の通りです。これからの行政には、もっと

民間活力が導入されるでしょうし、それは避けられな

いでしょう。民間にできることは民間に任せるという

方向性を支持しつつも、労働弱者に対する配慮など、

これまで行政が担ってきた同等の責任を民間企業に

も求めるべきです。つまり広く社会的貢献が高い企業

にこそ、行政が発注する仕事を行ってもらうべきとの

意見を述べました。

　これに対して区長は以下のように答弁されています。

　「この問題についてはまことに同感であります」と。

続けて「今おっしゃるような企業の社会貢献度という

ようなことにつきましても、直接成果とかかわりがな

いのでありますけれども、その企業の企業体質として、

そういったものも評価の対象にするということも必

要なことだと思います。そういうことで、具体化して

いくことはいろいろな課題がありますけれども、そう

いう方向で今後いろいろ研究もしていきたいと思っ

ております」と答弁されました。

　これはまさに一年以上前の区長の言葉です。今回の

指定管理者制度の導入とは、これまで温めてきた区長

の思いを具体化できるチャンスだと思います。先の説

明会における「考えていない」という回答との整合性

について、今一度ご説明ください。

　指定管理者制度は、全て民間企業に任せると言うこ

とではありません。やはり区が与えた制限の中で、自

由に活動してもらうことを前提とした制度であります。

　そこを考え違いして、民間が全て決めるかのように

運営されたのでは困ります。たとえば、健康増進法が

あるにもかかわらず、施設を管理運営する民間企業が

許可したからといって、施設内喫煙があってはならな

いのです。区長も先の本会議で、船堀タワーホールの

施設利用に関して、施設内喫煙を改める発言をしてい

ました。

　このように積み重ねられてきた一つ一つの決め事が、

民間企業の運営で反古にされることがないように注

意しなければなりません。

　この点についても、区長の見解を求めます。

　また指定管理者制度が導入されるにあたって、これ

までそれらの仕事をしてきた人たちに対して、区の担

当者から、契約の打ち切り話がされたようです。不安

が広がっています。聞けばどなたも行政を現場から支

えてきてくれた方々ばかりです。それに対して、雇用

主と雇用者にありがちな一方的で横柄な受け答えで

はなく、「おつかれさま」という感謝の気持ちを込め、

丁寧に事情を説明し、ご納得いただく努力を、担当者

はもっとすべきだと思いますが、いかがでしょうか。

　以上、指定管理者制度に関する3点の質問を終わり

ます。

区長の答弁は次のページで! →

「指定管理者制度」とは、公の施設の管理に民間の
能力を活用することです。それによって今までの
行政ではできなかったサービスができるようにな
ります。公務員を減らすことなどから、経費削減も
されて税金の節約にもつながります。

*注
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読
者
か
ら
の
メ
ー
ル

　指定管理者制度は、これから条例を提案して、

具体的にやってくださる方々の御提案をいただ

くということになります。このときの条件とい

うことでありますが、今おっしゃいましたいろ

いろその企業が持っているISOでありますとか、

障害者の雇用の状況でありますとか、あるいは

いろいろあると思います。地域貢献であります

とか、あるいは育休制度をどうしているかとか

何とかとか、いろいろあると思いますが、こうい

ったことは、その企業の持っているすぐれた個

性でありますから、それは評価はしていきたい

と思うんですが、そういう意味において、私が前

に答弁申し上げたことと気持ちは全く変わりま

せん。

　しかし、指定管理者を募集するに当りまして、

それを条件としてしまうということが、そうい

うことがなければ、応募の資格がありませんと

いうことを言い切ることは、今日の段階では、そ

れはちょっと厳し過ぎるのではないかと、そう

いうふうに考えているわけであります。

　したがって、それが選考の中でのある意味の

評価加算となることは十分あり得ると、そうい

うふうに考えていただきたいと思っているわけ

であります。

　今回、工事請負業者に対する17・18年度の格

付けがあるわけでありますが、その中でも今申

し上げたようなところは、その企業評価として

は加点をしていいのではないかと、こういうこ

とで、今回から改定もしていきたいと、そういう

ふうに思っておりまして、方向としてはそうい

うことになっていくというふうに御理解をいた

だきたいと思います。

　施設について、この施設は禁煙だということ

を区が決めているところについて、全面か部分

かいろいろありますが、そういう基本的な区の

考え方は、もちろん指定管理者によって壊され

ては困ると、そういうことでありますので、当然

今おっしゃるようなことはないというふうにお

考えいただきたいと思います。

[「不安が広がっているということに対して」と呼ぶ者あり]

　不安は広がっていないと思っておりますが。

[「いえ、違います。最後の部分で、これまで仕事をされた方が」と呼ぶ者あり]

　指定管理者を新たに募集するという事は、つ

まりどなたでも結構です、とにかく提案をして

くださいと。そうすると、その提案を私たちは審

議いたしますが、そのときに、これは業者の方々

にとって、今までやっておられる方々には死活

問題である場合があります。

　それをたまたま書面でしょうか、そういう考

え方だけで、これがこちらよりいいとか悪いと

かというようなことだけで判定していっては大

変な問題になるというふうに思っておりますの

で、十分、つまりこれまで江戸川区に残してくだ

さった実績も踏まえて審議をしなければいけな

い、当然のことだと思っています。

多田区長の答弁

　国会の変化を受けて、江戸

川区議会でもクールビズを採

用することになりました。

　期間は、毎年6/1～9/30ま

でです。2005年の今年に限っ

ては、6/16～の実施となります。

　ただし、本会議は従来通り、

ネクタイと上着の着用が求め

られます。

区議会ミニ情報 江戸川区議会はじまって以来の出来事です。

　江戸川区議会では、選挙直前の本会議における一般質問は、通常の2日間か

ら1日間に短縮されます。今回は都議選があったため、1日間に短縮されました。

　このように質問日が短縮された場合、これまでの江戸川区議会では、一人

会派は一般質問ができませんでした。行政や議会は、前例を重んじるため、普

通は前例が無いことを行いたがりません。

　しかし、田中けんはこの前例を破り、江戸川区議会はじまって以来の、一人

会派による質問を行いました。

　たとえ一人会派であっても、熱意を持って議会に臨めば、他の会派の人た

ちにも、その熱意が伝わり、自分の主張が認められるのです。

　今回の一般質問の背景には、このような事情があったことを、ささやかな

事件かもしれませんが、区民の皆様にお伝えします。
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◆
初
め
て
お
便
り
し
ま
す
。

四・五
日
前
、西
葛
西
の
駅
で
ビ
ラ（
新

聞
）を
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。内
容
を

読
ん
で
る
と
、と
て
も
が
ん
ば
っ
て
い

る
な
あ
と
い
う
か
ん
じ
で
す
。若
い
し
、

見
た
目
も
か
ん
じ
が
良
い
し
。一
緒
に

い
る
人
は
お
母
さ
ん
で
す
か
。

　

影
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
す
の
で

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

◆
い
つ
も
瑞
江
駅
で
頂
き
、拝
読
し
て

い
ま
す
。一
区
民
の
生
の
声
と
ご
容
赦

下
さ
い
ま
せ
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
貴
方
の
主
張
に
は

甘
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

何
よ
り
姿
勢
に
つ
い
て
は
非
常
に
よ

い
と
好
感
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。政
治

に
興
味
を
持
ち
に
く
い
、あ
る
い
は
持

っ
て
い
な
い
者
が
多
い
私
た
ち
若
者

に
も
十
分
に
分
か
り
や
す
い
視
点
で

編
集
し
て
あ
る
こ
と
、ま
た
自
分
自
身

に
対
す
る
厳
し
い
意
見
も
載
せ
て
い

る
こ
と
は「
一
緒
に
考
え
て
い
こ
う
！
」

と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
ま
す
。

ち
な
み
に
私
は
二
十
五
歳
、新
婚
三
ヶ

月
で
す
。

　

さ
て
、今
日
の
二
十
時
頃
い
つ
も
の

よ
う
に
新
宿
線
で
帰
宅
し
よ
う
と
乗
車

し
て
い
た
の
で
す
が
、車
内
に
ア
ジ
ア

系
の
外
国
人
三
人
組
が
い
ま
し
た
。そ

の
内
の
一
人
が
車
内
に
ゴ
ミ
を

上
の
棚
へ
放
り
投
げ
ま
し
た
。そ

れ
が
船
堀
駅
あ
た
り
で
の
事
で
す
。

　

あ
ま
り
に
非
常
識
な
振
る
舞

い
に
少
々
頭
に
来
た
の
で
す
が
、

た
ま
た
ま
彼
ら
も
瑞
江
駅
で
降

車
す
る
よ
う
だ
っ
た
の
で
降
り

る
間
際
に
、私
が
ゴ
ミ
を
手
に

し
て
ゴ
ミ
を
放
り
投
げ
た
男
へ

手
渡
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
い
つ
も
貴
方
が
チ
ラ

シ
を
配
っ
て
い
る
あ
た
り
で
、

問
題
の
男
に
片
言
で
呼
び
止
め

ら
れ
、「
オ
マ
エ
ナ
ン
ダ
ヨ
？
」の
よ
う

な
形
で
因
縁
を
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。交

番
に
行
っ
た
ほ
う
が
早
い
か
と
も
思

っ
た
の
で
す
が
、「
あ
そ
こ
は
ゴ
ミ
箱

で
は
な
い
」と
二
回
ほ
ど
言
っ
た
と
こ

ろ
、三
人
組
の
他
の
男
が
間
に
入
り
そ

の
場
は
収
ま
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、か
な
り
恐
怖
を
感
じ
た
の
は

確
か
で
す
。帰
り
も
つ
け
ら
れ
て
い
な

い
か
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。

 

そ
こ
で
江
戸
川
区
で
は
、以
下
の
二

点
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一.
実
際
に
在
住
し
て
い
る
外
国
人
の
人
数
把
握

→
現
状
が
分
か
ら
な
い
中
で
は
ど
ん

な
政
策
も
無
意
味
。さ
ら
に
は
違
法

入
国
し
た
人
間
に
法
を
守
る
意
識
を

求
め
る
こ
と
自
体
無
理
な
話
。

二.

在
住
し
て
い
る
外
国
人
に
対
す
る
教
育
制
度

→
読
売
新
聞
に
あ
っ
た
通
り
、日
本

語
教
育
が
不
十
分
な
外
国
人
が
犯
罪

に
走
る
事
例
が
多
数
。

　
ま
た
、貴
方
が
こ
の
よ
う
な
場
面
に

出
く
わ
し
た
場
合
ど
の
よ
う
に
対
応

し
た
ら
最
適
と
お
考
え
か
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、最
近
あ
な
た

の「
月
刊
田
中
け
ん
」に
他
の
政
治
家

の
紙
を
挟
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

こ
の
方
に
対
す
る
紹
介
が
あ
り
ま
せ
ん
。

何
ら
か
の
説
明
が
あ
っ
て
も
良
い
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

気
持
ち
の
赴
く
ま
ま
書
き
連
ね
赤

面
の
至
り
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、私
の

知
っ
て
い
る
中
で
唯
一
身
近
で「
話
が

聞
き
た
い
」と
思
う
政
治
家
で
あ
る
貴

方
が
ど
う
お
考
え
か
知
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
抑
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
う
ち
返
信
を
頂
け
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

田
中
け
ん
の
返
信

（
実
際
に
返
信
し
た
内
容
を
要
約
し
ま
し
た
）

　

ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、電
車
内
で
外
国
人
を
注
意
し

た
件
に
関
し
て
。

　

外
国
人
へ
の
注
意
の
仕
方
は
ど
ん

な
感
じ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。た
と

え
正
当
な
注
意
で
あ
っ
て
も
、「
言
い
方
」

が
礼
を
欠
い
て
い
る
と
、そ
れ
が
気
に

入
ら
な
く
て
、相
手
が
逆
ギ
レ
し
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

で
す
か
ら
、注
意
す
る
と
い
う
の
で

は
な
く
、日
本
で
の
常
識
を
教
え
て
差

し
上
げ
る
と
い
う
感
覚
で
接
し
て
い

た
ら
、相
手
の
対
応
が
違
っ
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

ご
承
知
の
通
り
、注
意
を
し
た
者
が

刺
さ
れ
た
り
、殴
ら
れ
た
り
す
る
世
の

中
で
す
。今
、日
本
で
も
、誰
か
を
注
意

す
る
こ
と
は
、と
て
も
勇
気
が
い
る
こ

と
で
す
。今
回
の
よ
う
に
穏
便
に
収
ま

る
事
ば
か
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、

是
非
、お
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

私
の
友
人
に
は
、千
代
田
区
の
よ
う

な
喫
煙
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
場
所

で
の
喫
煙
者
に
対
し
て
、 

正
々
堂
々
と

注
意
で
き
る
人
が
い
ま
す
。と
て
も
尊

敬
で
き
る
人
物
で
す
。

　

事
件
に
な
っ
た
り
し
な
い
と
、大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
し
ま
せ
ん
が
、

日
本
人
と
言
え
ど
も
、見
て
見
ぬ
ふ
り

を
す
る
人
ば
か
り
で
は
な
い
と
信
じ

た
い
も
の
で
す
。

　

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
に
つ
い

て
は
、江
戸
川
区
も
そ
の
総
数
を
把
握

し
て
い
ま
す
。概
数
で
す
が
、区
内
だ
け

で
も
、一
万
人
以
上
、外
国
人
は
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
、在
日
朝
鮮
人
、韓
国
人

が
ど
の
く
ら
い
の
割
合
な
の
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。ま
た
登
録
外
の
外
国
人

も
多
く
、区
内
に
は
住
ん
で
い
ま
す
が
、

登
録
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、総
数
に
つ

い
て
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
実

態
で
し
ょ
う
。

　

日
本
語
教
育
に
つ
い
て
は
、公
的
な
教

育
機
関
に
つ
い
て
は
知
り
ま
せ
ん
。民
間

の
語
学
教
育
や
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

教
育
活
動
な
ど
は
あ
り
ま
す
。た
だ
、活

動
実
態
に
つ
い
て
は
、ど
こ
ま
で
役
所
が

把
握
し
て
い
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
「
月
刊
田
中
け
ん
」に
挟
ま
れ
て
い
た

チ
ラ
シ
に
つ
い
て
。

　

私
は
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
佐
々

木
み
き
さ
ん
の
チ
ラ
シ
を
お
配
り
し
て

い
ま
し
た
。彼
女
は
今
回
の
都
議
選
で

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
で
す
。当
然
、

私
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、政
界
に
お
い
て
は
真
正
面

か
ら
よ
り
も
、側
面
的
応
援
の
方
が
、応

援
す
る
側
も
、応
援
さ
れ
る
側
に
と
っ

て
も
、都
合
が
良
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

無
所
属
と
は
言
え
、私
に
も
様
々
な
し

が
ら
み
が
あ
る
の
で
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
が
所
属
を
す
る
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
ん
に
は
、四
年
前
の
都

議
選
で
、私
が
立
候
補
し
た
と
き
に
、大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。宇
田
川
よ
し

お
さ
ん
か
ら
は
、二
年
前
の
区
議
選
で
立

候
補
し
た
と
き
に
、大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。都
議
選
で
は
、義
理
あ
る
二
つ

の
大
き
な
政
治
勢
力
が
、同
時
に
戦
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
事
情
か

ら
、今
回
の
都
議
選
に
お
い
て
、私
は
佐
々

木
さ
ん
だ
け
で
な
く
、宇
田
川
さ
ん
も
応

援
し
て
い
た
の
で
す
。

　

今
回
、佐
々
木
み
き
さ
ん
の
チ
ラ
シ

を
一
緒
に
お
配
り
し
て
、何
と
な
く
応

援
し
て
い
る
雰
囲
気
を
区
民
に
お
伝
え

し
た
の
は
こ
の
た
め
で
す
。こ
れ
以
上

の
説
明
は
複
雑
な
の
で
割
愛
し
ま
す
。

　６/14　江戸川区区民施設公社評議会が開かれました。
　この会議は、区議会議員が、各種区民施設の運営について報告
を受け、質疑応答をするという会議です。毎年年一回開かれます。
　たくさん配られた資料の中に「駐車場有料化の考え方は？」と
いう項目がありました。それに対する回答は以下の通りです。

A　駐車場は車で来る方だけの専用部分です。維持管理のための経費もか
かります。そこで駐車場利用者に適正な受益者負担をお願いし、駐車場を
利用しない人との公平性を確保する意味もあります。もちろん障害者の方
への減免は行います。なお、無料だったので車で来ていた方が、徒歩や自転
車で来られることで、結果的に健康増進、地球温暖化防止にも役立ちます。

　しかし、有料駐車場に関する田中けんの見解は違います。
　車を使って駐車場を利用する人が受益者だと区は言います。
だからこそ、受益者負担の原則により、駐車場を有料化するとの
見解なのです。

　駐車場利用者は本当に受益者なのでしょうか。逆です。真の受
益者とは駐車場を使う必要がない近隣区民なのです。区民施設
から遠い区民は恩恵が薄いからこそ、駐車場を必要としています。
受益を受けていないからこそ、車という自助努力によって区民
施設まで行くのに、時間や燃料費の負担だけでなく、更に駐車料
金まで取るのはおかしいのです。
　このような運営は、公共施設に近い人は得、遠い人は損という
感情をいだかせます。地域間の利害対立を生みます。延々と続く
狭い範囲での公共施設誘致合戦が無くならないのはこのためで
す。
　今、行うべき対応は、駐車場を無料開放して、区内どこに住ん
でいたとしても、目的の公共施設まで気軽に行けるようにする
ことです。
　駐車場の建設、運営に経費がかかるというならば、それは本来
の施設利用料に上乗せして、利用料を計算し直せば良いのです。

田中けん's

OPINION

公共施設の
駐車場は
無料化すべき
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　1966年　江戸川区生/松江三中卒　墨田川高校卒　千葉大学教育学部卒

○1995年4月　江戸川区議会議員選挙　（2789票・41位）当選

○1999年4月　　　　　　同選挙　　　（4282票・16位）当選

●2001年6月　東京都議会議員選挙　　（12394票・8位）落選

○2003年4月　江戸川区議会議員選挙　（4103票・15位）当選

　江戸川トライアスロン連合会長、ホームヘルパー2級、レスキューダイバー

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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※参加希望者は、事前連絡をしてください。

イベント報告 6月12日(日）　南小岩コミュニティ会館　　参加者4名

ビデオ上映会 10月15日(土）15：30～19：00

小松川さくらホール
　第3集会室
東京都江戸川区小松川3-6-3

　電話　03-3683-7761

参加費無料前号(vol.22)に
て告知いたし
ま し た 日 程
10/2(日)は、
10/15(土)に変
更いたします。

江戸川区のアスベスト対応状況　昭和62年調査

1

2

3

4

5

6

7

8

江戸川小学校
(S.42　施工)

上一色小学校
(S.41　施工)

第三葛西小学校
(S.44　施工)

小松川区民館
(S.42　施工)

グリーンパレス
(S.40、S44　施工)

一之江第一保育園
(S.45　施工)

共育プラザ一之江
(S.45　施工)

そよ風松島荘
(まつしまホーム)
(S.45　施工)

給食室、食品庫
(天井、梁型)

給食室
(天井、梁型)

北校舎階段室
(階段揚裏、塔屋天井)

文書庫
(天井)

機械室
(天井、梁型)

2階遊戯室、乳児室
(天井、梁型)

1階ボイラー室
2・3階機械室
(天井、内壁)

2階遊戯室、卓球室
3階機械室
(天井、梁型)

外階段
(揚裏)

164

87

101

37

167

127

39

70

48

除去工法
・除去　　　　　　・樹脂モルタル塗
・結露防止材吹付

除去工法
・除去　　　　　　・樹脂モルタル塗
・結露防止材吹付

除去工法
・除去　　　　　　・樹脂モルタル塗
・吹付タイル

囲い込み工法
・木製天井下地　　・ベニヤ下貼り
・天井新設(ミネラートン)

凝結工法
・石綿固化剤注入
・無機質シリカ塗料吹付

除去工法
・除去
・ヒル石吹付

凝固工法
・エマルジョン系樹脂注入
・AEP(水性塗料)吹付

除去工法
・除去
・ヒル石吹付

除去工法
・除去
・ヒル石吹付

S62.8.20

S62.8.20

S62.8.25

S62.11.23

S62.2.23

H1.3.30

H1.3.30

H1.3.30

H1.3.30

最終処分
　　　八千代市島田処分場

処分方法
　　　肉厚ビニール袋に密封して埋設

H15　外階段撤去

同一建物

吹 付 ( 部 位 ) 改 修 工 法 改修完了日 備 考吹付面
積 ㎡

施設名(施工年)

街づくり・防災対策特別委員会
平成17年8月3日

都市開発部

吹付面積合計　840㎡　[除去面積 597㎡(71.1%)　凝結・囲い込み面積 243㎡(28.9%)]

アスベストに関する相談窓口の設置をしました。
◆健康に関すること� � 5661-2476　　◆民間建築物に関すること� �������5662-1104
◆区施設に関すること�� 5662-6573　　◆建築物解体工事に関すること� 5662-1995
◆その他に関すること　� 5662-1104

高速道路無料化に関する


